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ＪＦＥシビル

野
村
不
動
産
か
ら
連
続
受
注

大
型
倉
庫
、Ｂ
Ｉ
Ｍ
で
設
計

新日鉄住金
エ ン ジ

免
震
装
置「
Ｎ
Ｓ
―

Ｓ
Ｓ
Ｂ
」

支
持
能
力
高
め
15
階
建
て
適
用

助
成
研
究
成
果
を
表
彰

第6回

鉄
鋼
環
境
基
金
、講
演
会
も

鈴鹿にブース
ショベル展示

ＳＵＰＥＲＧＴ第5戦コ
ベ
ル
コ
建
機

清和中央ＨＤ
販売量7％増
清和鋼業の輸出伸び

1
―
6
月
期

Ｊ
Ｆ
Ｅ
シ
ビ
ル
（
藤
井
善
英
社
長
）
は
、
野
村
不
動
産
が
展
開
す
る
大
型
マ
ル
チ
型
物
流
倉
庫
、

「
L
a
n
d
p
o
r
t
（
ラ
ン
ド
ポ
ー
ト
）」シ
リ
ー
ズ
を
2
件
連
続
受
注
し
た
。「
L
a
n
d
p
o
r
t
岩
槻
」

（
さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
）「
L
a
n
d
p
o
r
t
八
王
子
Ⅱ
」（
東
京
都
八
王
子
市
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
受
注
し

た
。
3
次
元
で
視
覚
的
に
把
握
で
き
る
Ｂ
Ｉ
Ｍ
を
用
い
た
設
計
も
手
掛
け
、
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
効
率
的
に

提
案
し
、
L
a
n
d
p
o
r
t
シ
リ
ー
ズ
の
ブ
ラ
ン
ド
確
立
に
貢
献
し
た
。
今
後
も
野
村
不
動
産
と
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
強
化
し
て
い
く
考
え
だ
。

Ｂ
Ｉ
Ｍ
（
ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
・
モ
デ
リ
ン
グ
）
を
使

用
す
る
こ
と
で
、
施
主
な

ど
関
係
者
と
完
成
建
物
の

イ
メ
ー
ジ
を
解
り
や
す
く

情
報
提
供
で
き
る
。
今
回

の
受
注
で
も
看
板
な
ど
の

外
観
計
画
、
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
、
ア
ミ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ペ

ー
ス
の
デ
ザ
イ
ン
を
効
率

的
に
提
案
し
た
。
構
造
設

計
、
施
工
検
討
で
も
活
用

し
、
鉄
筋
同
士
の
干
渉
、

配
筋
方
法
の
事
前
検
討
に

も
役
立
っ
た
。

「
L
a
n
d
p
o
r
t

岩
槻
」
は
7
月
2
日
、「
L

a
n
d
p
o
r
t
八
王
子

Ⅱ
」
は
同
31
日
に
地
鎮
祭

を
行
っ
た
。
L
a
n
d
p

o
r
t
シ
リ
ー
ズ
は
野
村

不
動
産
の
最
新
鋭
の
物
流

施
設
。
物
流
の
変
化
に
伴

う
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
た
め
、
最
適
な
施
設
を

提
供
し
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
シ
ビ
ル

で
は
既
に
2
件
の
実
績
も

あ
る
。

「
L
a
n
d
p
o
r
t

岩
槻
」
は
東
北
自
動
車
道

の
岩
槻
Ｉ
Ｃ
か
ら
約
6

㌔
、
東
武
野
田
線
の
東
岩

槻
駅
か
ら
約
2
・
4
㌔
と

ア
ク
セ
ス
に
優
れ
、
24
時

間
稼
働
可
能
な
工
業
団
地

に
立
地
し
て
い
る
。
カ
フ

ェ
テ
リ
ア
も
備
え
る
予
定

で
、鉄
骨
造（
Ｓ
造
）の
地

上
4
階
建
（
倉
庫
部
分
3

階
）、延
べ
床
面
積
2
万
4

1
9
8
平
方
㍍
、
2
0
1

6
年
5
月
末
竣
工
予
定
。

「
L
a
n
d
p
o
r
t

八
王
子
Ⅱ
」
は
中
央
自
動

車
道
の
八
王
子
Ｉ
Ｃ
か
ら

約
4
㌔
、
国
立
府
中
Ｉ
Ｃ

か
ら
約
7
㌔
、
Ｊ
Ｒ
八
高

線
の
北
八
王
子
駅
か
ら
徒

歩
14
分
の
好
立
地
。
鉄
骨

免
震
構
造
に
よ
る
高
い
免

震
性
能
を
確
保
し
、
レ
ベ

ル
の
高
い
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
も
対

応
す
る
。
Ｓ
造
地
上
4
階

建
、
延
べ
床
面
積
約
3
万

6
7
9
4
平
方
㍍
、
16
年

9
月
末
竣
工
予
定
。

―
―
新
中
期
経
営
計
画
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
。

「
当
社
は
新
日
鉄
住
金
の

グ
ル
ー
プ
企
業
で
あ
り
、
同

社
の
掲
げ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
戦

略
に
沿
っ
て
、
フ
ォ
ロ
ー
で

き
る
組
織
、
体
制
を
と
っ
て

い
く
こ
と
が
課
題
と
な
る
。

担
当
す
る
薄
板
輸
出
営
業
第

一
、
薄
板
輸
出
営
業
第
二
、

厚
板
・
ス
テ
ン
レ
ス
・
チ
タ

ン
営
業
の
3
部
の
2
0
1
4

年
度
扱
い
量
は
3
6
0
万
㌧

で
、
中
計
最
終
年
度
の
17
年

度
に
は
輸
出
を
中
心
に
2
割

程
度
ア
ッ
プ
さ
せ
た
い
。
そ

れ
に
よ
り
グ
ル
ー
プ
内
の
ポ

ジ
シ
ョ
ン
を
高
め
て
い
く
。

中
東
、
西
ア
ジ
ア
、
北
米
な

ど
の
遠
国
を
含
め
、
拠
点
開

発
も
視
野
に
入
れ
る
」

―
―
薄
板
輸
出
は
。

「
自
動
車
向
け
を
除
く
薄

板
類
の
輸
出
を
担
当
し
て
お

り
、
量
的
に
は
熱
延
が
一
番

多
い
。
東
南
ア
ジ
ア
で
の
流

通
地
図
は
出
来
上
が
っ
て
い

る
が
、
手
が
付
い
て
い
な
い

ア
ジ
ア
と
遠
国
に
展
開
し
て

い
き
た
い
。ダ
ッ
カ
事
務
所
、

ド
バ
イ
事
務
所
も
担
当
し
て

い
る
が
、
ダ
ッ
カ
に
は
2
人

が
駐
在
さ
せ
て
お
り
、
他
商

社
に
先
行
し
た
い
。
バ
ン
グ

ラ
デ
ィ
シ
ュ
に
は
レ
ベ
ラ
ー

シ
ャ
ー
設
備
を
持
つ
合
弁
会

社
も
稼
働
、
ホ
ッ
ト
コ
イ
ル

の
切
断
加
工
を
主
体
に
展

開
、
建
材
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

イ
ン
フ
ラ
需
要
を
捕
捉
し
て

い
く
」

―
―
薄
板
の
高
級
品
展
開

は
。「

電
気
関
係
で
は
、
中
国

で
の
加
工
貿
易
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
は
転
換
点
。
こ
の
た

め
華
南
地
区
の
東
莞
住
金
物

産
金
属
、
東
莞
鉄
和
金
属
、

深
圳
深
日
鋼
材

の
3
つ
の
コ
イ

ル
セ
ン
タ
ー

（
Ｃ
Ｃ
）
の
再

編
が
急
務
と
な

る
。
華
南
地
区

で
は
、
蘇
州
日

鉄
金
属
、
上
海

藝
友
の
2
社
で

品
種
・
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
で

シ
ナ
ジ
ー
効
果

を
追
求
し
、
効

率
運
営
体
制
を
整
備
し
て
い

る
」―

―
新
日
鉄
住
金
グ
ル
ー

プ
と
し
て
の
拡
販
に
あ
た

り
、
海
外
の
鋼
板
生
産
拠
点

な
ど
へ
の
対
応
は
。

「
新
日
鉄
住
金
グ
ル
ー
プ

の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
で
、
商

材
に
ど
う
絡
む
か
を
課
題
に

挙
げ
、
ワ
ー
ク
し
て
い
る
と

こ
ろ
」

―
―
電
磁
鋼
板
や
ブ
リ
キ

加
工
の
取
り
組
み
は
。

「
中
国
の
蘇
州
日
鉄
金
属

や
、
越
の
Ｎ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
サ
イ
ゴ

ン
・
コ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
の
2

つ
の
コ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
で
は

方
向
性
電
磁
鋼
板
の
切
断
加

工
を
手
掛
け
て
い
る
。
こ
の

品
種
は
新
日
鉄
住
金
の
高
位

置
の
戦
略
商
品
で
、
流
通
加

工
と
の
セ
ッ
ト
で
の
販
売
す

る
戦
略
と
認
識
」

「
ブ
リ
キ
は
ラ
ミ
ネ
ー
ト

材
な
ど
の
機
能
材
を
ど
う
売

っ
て
い
く
か
だ
」

―
―
投
資
計
画
は
。

「
華
南
地
区
で
の
再
編
な

ど
も
含
め
て
、
検
討
し
て
い

る
。
樋
渡
健
治
社
長
の
言
う

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
キ
ー

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
海
外
拠

点
、
事
業
会
社
と
と
も
に
、

需
要
家
、
メ
ー
カ
ー
と
し
っ

か
り
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
り
な
が
ら
、
機
能
を

果
た
し
て
い
き
た
い
」

―
―
厚
板
、ス
テ
ン
レ
ス
、

チ
タ
ン
の
取
り
組
み
は
。

「
厚
板
輸
出
は
新
日
鉄
住

金
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
を
柱

に
据
え
て
お
り
、
我
々
も
グ

ル
ー
プ
と
し
て
海
洋
構
造

物
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
で
取

り
組
み
を
進
め
る
。
足
元
で

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
は
悪
化

し
て
い
る
が
、人
も
増
や
し
、

地
道
に
種
ま
き
を
行
い
、
市

場
が
回
復
し
た
段
階
で
刈
り

と
れ
る
よ
う
に
し
た
い
」

―
―
ド
バ
イ
を
活
用
し
た

中
近
東
へ
の
展
開
は
。

「
現
在
は
ホ
ッ
ト
コ
イ
ル

が
中
心
だ
が
、
新
日
鉄
住
金

も
中
東
事
務
所
を
構
え
て
お

り
、
積
極
的
に
市
場
を
開
拓

し
て
い
る
。
現
中
計
で
顧
客

を
掴
み
、
芽
の
出
る
と
こ
ろ

を
見
定
め
、
次
期
中
計
で
顧

客
、
エ
リ
ア
を
明
確
化
し
て

い
き
た
い
」

―
―
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
以

外
は
。

「
造
船
や
産
業
機
械
、
タ

ン
ク
な
ど
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
。

建
材
分
野
は
競
争
も
激
し

く
、
中
か
ら
上
位
を
狙
っ
て

い
く
」

―
―
ス
テ
ン
レ
ス
・
チ
タ

ン
は
。

「
ス
テ
ン
レ
ス
は
国
内
の

商
権
を
Ｎ
Ｓ
ス
テ
ン
レ
ス
に

譲
渡
し
た
た
め
、
一
部
ヒ
モ

付
き
を
除
き
、
輸
出
が
中
心

だ
。
新
日
鉄
住
金
ス
テ
ン
レ

ス
（
Ｎ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
）
と
連
携
、

同
社
の
フ
ォ
ワ
ー
ド
シ
リ
ー

ズ
な
ど
の
機
能
材
で
ワ
ー

ク
。
欧
州
で
は
中
国
・
台
湾

が
Ａ
Ｄ
提
訴
さ
れ
、
日
本
材

に
も
チ
ャ
ン
ス
が
出
て
き
て

お
り
、
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
」「

チ
タ
ン
で
は
、
旧
住
金

物
産
が
欧
米
の
航
空
機
関
連

を
開
拓
し
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
パ
リ
に
も
現
地
法
人
を

構
え
、
米
国
拠
点
と
合
わ
せ

て
航
空
機
分
野
に
対
応
し
て

い
る
。
統
合
に
よ
り
人
員
も

増
え
、
新
日
鉄
住
金
と
の
共

同
歩
調
に
よ
り
、
シ
ナ
ジ
ー

効
果
を
発
揮
し
た
い
」

―
―
物
流
効
率
化
も
課
題

で
は
。

「
遠
国
へ
の
展
開
で
は
輸

送
費
の
効
率
化
も
大
き
な
要

素
。
営
業
・
物
流
一
体
と
な

っ
て
の
取
り
組
み
を
始
め
て

い
る
。
新
日
鉄
住
金
物
流
や

Ｎ
Ｓ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
お
よ

び
、
つ
き
合
い
の
長
い
船
会

社
さ
ん
を
中
心
に
進
め
て
い

る
。
も
ち
ろ
ん
新
日
鉄
住
金

の
生
産
物
流
面
で
の
連
携
が

ポ
イ
ン
ト
」

（
藤
原

直
）

新
日
鉄
住
金
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
は
、
免
震
装
置

で
あ
る
球
面
す
べ
り
支
承

「
Ｎ
Ｓ
―
Ｓ
Ｓ
Ｂ
」
を
改

良
し
、
支
持
能
力
と
最
大

変
形
能
力
を
高
め
て
い

く
。「
Ｎ
Ｓ
―
Ｓ
Ｓ
Ｂ
」
1

基
当
た
り
現
行
最
大
1
2

0
0
㌧
の
支
持
能
力
を
約

1
・
5
倍
に
引
き
上
げ
る

こ
と
で
、
15
階
建
て
程
度

の
建
物
（
現
行
は
10
階
建

て
程
度
）
へ
の
適
用
を
可

能
に
す
る
。
一
方
、
地
震

発
生
時
に
建
物
が
動
く
大

き
さ
を
示
す
最
大
変
形
能

力
は
現
行
60
㌢
。
今
後
こ

れ
を
拡
大
す
る
こ
と
で
想

定
外
の
巨
大
地
震
に
対
応

す
る
と
と
も
に
、
建
物
の

安
全
性
を
よ
り
一
層
高
め

て
い
く
方
針
だ
。

「
Ｎ
Ｓ
―
Ｓ
Ｓ
Ｂ
」は
、

振
り
子
の
原
理
と
鉄
の
技

術
を
利
用
し
、
2
0
1
4

年
2
月
に
国
土
交
通
大
臣

認
定
を
取
得
し
た
新
タ
イ

プ
の
免
震
装
置
。
現
在
は

積
層
ゴ
ム
を
用
い
た
支
承

材
が
主
流
に
な
っ
て
い
る

が
、「
Ｎ
Ｓ
―
Ｓ
Ｓ
Ｂ
」
は

積
層
ゴ
ム
を
用
い
ず
、
鉄

と
ス
テ
ン
レ
ス
を
採
用
し

て
い
る
。

特
長
と
し
て
、
建
物
の

揺
れ
る
周
期
が
す
べ
り
板

の
球
面
半
径
の
み
で
決
定

さ
れ
、
建
物
自
体
の
重
量

や
積
載
荷
重
な
ど
の
影
響

を
受
け
な
い
。
ま
た
、
単

一
の
免
震
装
置
で
建
物
の

長
周
期
化
の
実
現
が
可
能

に
な
る
と
と
も
に
、
装
置

の
性
能
が
安
定
し
て
お

り
、バ
ラ
つ
き
が
少
な
い
。

す
べ
り
板
の
直
径
の
み
で

免
震
シ
ス
テ
ム
の
稼
働
範

囲
が
決
ま
り
、
免
震
部
材

の
選
定
が
容
易
な
ど
の
採

用
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

東
日
本
大
震
災
発
生

後
、
防
災
・
減
災
ニ
ー
ズ

が
年
々
高
ま

っ
て
お
り
、

建
物
の
免
制

震
化
が
進
ん

で
い
る
。
と

く
に
免
震
建

物
は
首
都
圏

を
中
心
に
マ

ン
シ
ョ
ン
や

オ
フ
ィ
ス
ビ

ル
、
地
方
病

院
等
で
広
が

り
を
み
せ
て
お
り
、
人
命

を
守
る
と
と
も
に
、
建
物

の
資
産
価
値
を
高
め
る
目

的
で
免
震
化
に
踏
み
切
る

オ
ー
ナ
ー
も
増
え
て
い

る
。新

日
鉄
住
金
エ
ン
ジ
は

「
Ｎ
Ｓ
―
Ｓ
Ｓ
Ｂ
」
に
関

し
て
、
支
持
能
力
を
高
め

る
こ
と
で
建
物
へ
の
適
用

範
囲
を
広
げ
、
ま
た
最
大

変
形
能
力
を
拡
大
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
想
定
を
超
え

る
巨
大
地
震
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
改
良
を
進
め
て

い
く
。「
Ｎ
Ｓ
―
Ｓ
Ｓ
Ｂ
」

は
14
年
度
で
合
計
4
件
の

受
注
に
成
功
。
15
年
度
入

り
後
も
引
き
合
い
が
増
加

し
て
お
り
、
需
要
家
の
関

心
は
高
い
。
新
日
鉄
住
金

エ
ン
ジ
で
は
「
Ｎ
Ｓ
―
Ｓ

Ｓ
Ｂ
」
の
年
間
販
売
目
標

（
20
億
円
）
の
早
期
達
成

を
目
指
す
と
と
も
に
、
積

層
ゴ
ム
支
承
か
ら
の
置
換

を
進
め
、
将
来
的
に
は
免

震
市
場
の
国
内
シ
ェ
ア
で

5
割
確
保
に
照
準
を
合
わ

せ
て
い
る
。

65
歳
に
な
っ
た
ら
、
画
家
と

し
て
個
展
を
開
こ
う
と
、
十
年

く
ら
い
前
か
ら
考
え
て
い
た
。

絵
を
描
く
こ
と
は
小
さ
い
頃

か
ら
好
き
で
、
大
学
の
漫
研
で

プ
ロ
の
漫
画
家
を
目
指
し
、
雑

誌
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
小

遣
い
稼
ぎ
が
で
き
た
。

お
か
げ
で
一
年
留
年
し
た

が
、
卒
業
を
機
に
、
家
業
の
鉄

ス
ク
ラ
ッ
プ
屋
に
就
職
し
た
。

親
父
か
ら
は
二
足
の
わ
ら
じ

を
穿
く
な
と
戒
め
ら
れ
た
が
、

も
と
よ
り
自
分
の
才
能
に
限
界

を
感
じ
て
い
た
し
、
食
え
な
く

な
っ
て
か
ら
会
社
に
入
る
こ
と

だ
け
は
し
た
く
な
か
っ
た
。
何

よ
り
も
、
短
期
間
だ
っ
た
が
、

あ
こ
が
れ
の
手
塚
治
虫
先
生
の

ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
経
験
し
、
満

足
し
、
燃
焼
し
て
い
た
。

以
来
20
年
近
く
、
絵
は
す
べ

て
封
印
し
た
。

社
長
を
引
継
ぎ
業
界
の
付
き

合
い
で
、
鉄
リ
サ
イ
ク
ル
工
業

会
や
蒲
田
法
人
会
か
ら
会
報
の

イ
ラ
ス
ト
や
表
紙
の
絵
を
頼
ま

れ
た
。
親
父
と
の
約
束
を
忘
れ

た
わ
け
で
は
な
い
が
、
自
分
の

趣
味
の
時
間
と
引
き
受
け
た
。

両
方
と
も
今
も
継
続
し
い
て
い

る
。あ

る
時
、
本
屋
で
一
冊
の
水

彩
画
集
を
買
っ
た
。

画
家
の
笹
川
弘
三
氏
は
、
体

を
壊
し
て
65
歳
か
ら
、
絵
を
始

め
た
と
書
い
て
あ
っ
た
。
氏
の

個
展
も
見
た
。

こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
絵
を
65

歳
か
ら
！
そ
の
こ
と
が
心
に
残

っ
た
。
目
標
に
な
っ
た
。

そ
れ
か
ら
は
、
意
識
し
て
時

間
を
作
り
、
銀
座
、
京
橋
付
近

の
画
廊
を
歩
い
た
。

Ｋ
画
廊
に
は
必
ず
寄
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
こ
の
展
示
作
品

が
私
の
好
み
に
合
っ
た
こ
と

と
、
何
よ
り
オ
ー
ナ
ー
の
人
柄

と
、
女
性
ス
タ
ッ
フ
の
説
明
が

さ
り
げ
な
く
も
的
確
。
企
画
展

の
案
内
状
も
毎
回
来
る
よ
う
に

な
っ
た
。
案
内
状
の
絵
が
ほ
し

く
て
購
入
し
た
こ
と
も
あ
る
。

あ
る
時
、
こ
こ
が
貸
画
廊
と
し

て
使
え
る
こ
と
を
知
り
、
さ
り

げ
な
く
Ｋ
氏
に
、
私
で
も
借
り

ら
れ
る
か
と
、
勇
気
を
出
し
て

聞
く
と
、
空
き
が
あ
れ
ば
い
い

で
す
よ
と
の
こ
と
。
や
っ
た
！

と
こ
ろ
が
水
彩
画
の
個
展
も

い
い
け
ど
、
こ
こ
で
は
や
っ
た

こ
と
が
な
い
、
と
冷
や
や
か
な

反
応
。
水
彩
画
は
あ
く
ま
で
も

エ
ス
キ
ー
ス
。
油
絵
を
や
っ
た

ら
ど
う
で
す
か
と
Ｋ
氏
。
油
絵

も
描
い
た
こ
と
は
あ
る
が
、
べ

と
べ
と
に
な
り
、
苦
手
意
識
が

あ
っ
た
。

後
に
は
引
け
な
い
。
入
門
書

を
何
冊
も
買
い
込
み
研
究
。
何

枚
か
描
い
て
、
Ｋ
氏
に
作
品
を

見
て
も
ら
っ
た
。
後
日
、
女
性

ス
タ
ッ
フ
が
こ
っ
そ
り
と
、
ホ

ッ
と
し
た
わ
よ
、
ベ
ト
ベ
ト
の

絵
だ
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
か
と

心
配
し
た
の
よ
、
と
打
ち
明
け

て
く
れ
た
。

6
月
に
日
程
が
決
ま
る
と
、

案
内
状
も
作
っ
た
。

個
展
は
、
業
界
や
蒲
田
の
方

た
ち
の
応
援
の
お
か
げ
で
盛
況

で
、
予
想
以
上
に
成
功
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
後
継
者
育
成

の
た
め
に
、
社
長
と
画
家
の
二

足
の
わ
ら
じ
を
穿
い
て
い
く
。

鉄
鋼
環
境
基
金
（
理
事

長
＝
小
倉
滋
・
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス

チ
ー
ル
専
務
執
行
役
員
）

は
21
日
、
東
京
・
茅
場
町

の
鉄
鋼
会
館
で
第
6
回
助

成
研
究
成
果
表
彰
と
受
賞

記
念
講
演
会
を
行
っ
た
。

理
事
長
賞
は
江
波
進
一
・

京
都
大
学
白
眉
セ
ン
タ
ー

特
定
准
教
授
、
技
術
委
員

長
賞
は
中
山
智
喜
・
名
古

屋
大
学
太
陽
地
球
環
境
研

究
所
助
教
、
鉄
鋼
技
術
賞

は
長
坂
徹
也
・
東
北
大
学

大
学
院
工
学
研
究
科
教
授

に
贈
ら
れ
た
。

小
倉
理
事
長
は
、「
当
財

団
の
助
成
研
究
表
彰
は
今

回
が
6
回
目
と
な
る
。
こ

の
制
度
は
助
成
す
る
側
、

さ
れ
る
側
双
方
に
と
っ
て

非
常
に
有
益
な
も
の
で
あ

り
、
関
係
者
や
先
生
方
に

は
感
謝
し
て
い
る
」
な
ど

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

理
事
長
賞
を
受
け
た
江

波
氏
の
研
究
テ
ー
マ
は
、

「
Ｐ
Ｍ
2
・
5
が
人
体
に

お
よ
ぼ
す
悪
影
響
の
分
子

レ
ベ
ル
で
の
解
明
」。気
液

界
面
で
の
反
応
が
直
接
測

定
可
能
な
実
験
手
法
を
用

い
て
、
Ｐ
Ｍ
2
・
5
に
含

ま
れ
る
鉄
イ
オ
ン
と
オ
ゾ

ン
の
気
液
界
面
に
お
け
る

反
応
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
世
界

で
初
め
て
解
明
し
た
こ
と

が
評
価
さ
れ
た
。

技
術
委
員
長
賞
の
中
山

氏
は
、「
産
業
起
源
の
揮
発

性
有
機
化
合
物
か
ら
生
成

す
る
二
次
粒
子

の
光
学
特
性
の

評
価
」で
受
賞
。

こ
れ
ま
で
測
定

が
困
難
だ
っ
た

二
次
有
機
エ
ア

ゾ
ル
の
光
学
特

性
に
つ
い
て
、

光
音
響
分
光
法

や
キ
ャ
ビ
テ
ィ

リ
ン
グ
ダ
ウ
ン

分
光
法
を
用
い

て
直
接
計
測
す

し
、
二
次
粒
子
の
光
学
特

性
や
共
存
す
る
窒
素
酸
化

物
の
影
響
な
ど
を
明
ら
か

に
し
た
。

鉄
鋼
技
術
賞
の
長
坂
氏

は
、「
電
炉
ダ
ス
ト
の
ア
ッ

プ
グ
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
関

す
る
研
究
」
を
表
彰
さ
れ

た
。
電
気
炉
ダ
ス
ト
の
電

気
炉
へ
の
ダ
ス
ト
イ
ン
ジ

ェ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
ダ

ス
ト
中
の
亜
鉛
濃
度
を
高

め
る
改
質
機
構
を
解
明

し
、
ダ
ス
ト
を
廃
棄
物
で

は
な
く
資
源
と
し
て
回
収

す
る
た
め
の
基
礎
を
確
立

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
お
よ
び
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル

は
20
日
、
本
社
で
フ
ァ
ミ
リ

ー
デ
ー
「
夏
休
み
子
ど
も
会

社
見
学
会
」
を
初
め
て
開
催

し
、
小
学
生
ら
約
50
人
が
参

加
し
た
。
両
社
社
員
の
子
ど

も
た
ち
を
対
象
と
し
た
見
学

会
で
、
家
族
に
社
員
の
働
い

て
い
る
姿
や
職
場
を
見
て
も

ら
い
、
会
社
に
対
す
る
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
と
と
も

に
、
働
き
や
す
く
、
家
族
を

大
切
に
す
る
職
場
の
雰
囲
気

づ
く
り
を
目
的
と
し
た
も

の
。
当
日
は
父
母
社
員
の
職

場
訪
問
や
、
科
学
技
術
館
の

協
力
の
も
と
、
鉄
に
関
す
る

実
験
・
工
作
教
室
な
ど
が
行

わ
れ
た
。

午
前
中
は
、
広
報
室
員
に

よ
る
会
社
紹
介
や
、
社
長
室

な
ど
役
員
フ
ロ
ア
、
診
療
所

な
ど
を
巡
る
会
社
内
見
学
ツ

ア
ー
が
行
わ
れ
、
社
長
室
で

は
、
子
ど
も
達
が
そ
れ
ぞ
れ

交
代
で
柿
木

厚
司
・
Ｊ
Ｆ

Ｅ
ス
チ
ー
ル

社
長
の
椅
子

に
座
り
、
そ

の
姿
を
記
念

撮
影
。
社
員

食
堂
で
父
母

社
員
と
昼
食

を
と
っ
た

後
、
午
後
に

は
実
験
教
室

「
君
は
知
っ

て
い
る
？
鉄

の
コ
ト
」と
、

工
作
教
室

「
エ
ッ
チ
ン

グ
で
ス
テ
ン

レ
ス
鋼
板
に

絵
を
描
こ

う
」
を
実
施
し
、
鉄
の
性
質

を
学
ぶ
と
と
も
に
、
鉄
を
使

っ
た
工
作
を
体
験
し
た
。

そ
の
後
は
、
父
母
社
員
と

と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
へ

向
か
い
、
同
僚
社
員
へ
の
あ

い
さ
つ
や
、
名
刺
交
換
を
行

う
な
ど
の
交
流
を
持
っ
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
か

ら
は
、「
楽
し
か
っ
た
」「
面
白

か
っ
た
」
な
ど
の
他
に
「
い

ろ
い
ろ
な
部
屋
が
あ
っ
て
驚

い
た
」、「
食
堂
の
料
理
が
美

味
し
か
っ
た
」「
名
刺
交
換
が

難
し
か
っ
た
」
な
ど
の
率
直

な
感
想
が
、
ま
た
父
母
社
員

か
ら
は
「
楽
し
い
企
画
で
、

子
ど
も
た
ち
も
楽
し
ん
で
い

た
」「
ま
た
来
年
も
や
っ
て
ほ

し
い
」
な
ど
の
意
見
が
寄
せ

ら
れ
た
。

コ
ベ
ル
コ
建
機
と
販
売

子
会
社
の
西
日
本
コ
ベ
ル

コ
建
機
は
今
月
29
日
、
30

日
の
両
日
、
三
重
県
の
鈴

鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
で
開
催
さ

れ
る
国
際
的
自
動
車
レ
ー

ス
の
Ｓ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｒ

Ｇ
Ｔ

シ
リ
ー
ズ
第
5
戦
「
2
0

1
5
Ｓ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｒ

Ｇ
Ｔ

Ｒ
ｏ
ｕ
ｎ
ｄ
5

44
ｔ
ｈ

Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
ａ
ｌ

Ｓ
Ｕ
Ｚ
Ｕ
Ｋ
Ａ

1
0
0
0
ｋ
ｍ
」
に
共
同

で
ブ
ー
ス
を
出
展
す
る
。

同
シ
リ
ー
ズ
で
の
ブ
ー
ス

出
展
は
、
4
月
の
岡
山
国

際
サ
ー
キ
ッ
ト
に
続
き
2

回
目
と
な
る
。

神
戸
製
鋼
所
の
協
賛
す

る
「
Ｌ
Ｅ
Ｘ
Ｕ
Ｓ
・
Ｔ
Ｅ

Ａ
Ｍ
・
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｄ
」
の
Ｓ

Ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
・
Ｇ
Ｔ
シ
リ
ー

ズ
参
戦
に
合
わ
せ
て
、
神

鋼
グ
ル
ー
プ

と
し
て
油
圧

シ
ョ
ベ
ル
の

実
機
を
展

示
。
営
業
支

援
の
観
点
か

ら
も
出
展
す

る
。
ア
セ
ラ

・
ジ
オ
ス
ペ

ッ
ク
シ
リ
ー

ズ
油
圧
シ
ョ

ベ
ル
の
実
機

3
機
ほ
か
、

パ
ネ
ル
展
示

や
コ
ベ
ル
コ
建
機
グ
ッ
ズ

の
販
売
を
行
う
予
定
。

国
内
最
大
の
観
客
動
員

を
誇
る
同
シ
リ
ー
ズ
で
モ

ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
フ
ァ
ン

を
前
に
、
ブ
ル
ー
グ
リ
ー

ン
の
シ
ョ
ベ
ル
を
展
示
、

実
際
に
触
れ
て
建
機
を
体

感
し
て
も
ら
い
、
コ
ベ
ル

コ
建
機
ブ
ラ
ン
ド
を
広
く

ア
ピ
ー
ル
す
る
。

清
和
中
央
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
の
1
―
6
月
期
の

連
結
販
売
量
は
約
25
万
9

0
0
0
㌧
と
前
年
同
期
比

7
・
0
％
増
加
し
た
。
清

和
鋼
業
が
15
万
㌧
、
4
・

6
％
増
と
輸
出
量
が
海
外

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
向
け
に
よ

り
一
時
的
に
9
0
0
0
㌧

（
前
年
同
期
3
0
0
0
㌧
）

と
大
き
く
増
え
た
の
が
要

因
。
中
央
鋼
材
は
11
万
㌧

と
0
・
7
％
増
え
、
古
河

工
場
で
の
梁
加
工
で
2
0

0
0
㌧
増
加
し
た
こ
と
が

数
量
に
寄
与
し
た
。

21
日
開
催
し
た
決
算
説

明
会
で
、
阪
上
正
章
社
長

は
、「
鋼
材
需
要
は
夏
場
か

ら
秋
口
が
需
要
期
に
な
る

が
、
今
年
も
程
度
は
大
き

く
な
い
が
通
年
通
り
に
な

る
だ
ろ
う
。
価
格
に
つ
い

て
は
、
海
外
の
鉄
鋼
市
況

も
下
落
し
た
ま
ま
で
、
大

手
ユ
ー
ザ
ー
向
け
鋼
材
価

格
も
値
下
が
り
し
て
お

り
、
下
期
も
下
落
基
調
が

続
く
」
と
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

認
識
を
示
し
、「
数
量
は
上

期
比
微
増
を
見
込
ん
で
い

る
が
、
利
ザ
ヤ
の
改
善
は

難
し
い
」
と
の
見
通
し
を

示
し
た
。

通
期
で
の
連
結
売
上
数

量
は
約
53
万
5
0
0
0
㌧

と
3
・
6
％
増
。
清
和
鋼

業
は
29
万
5
0
0
0
㌧
、

中
央
鋼
材
は
24
万
1
0
0

0
㌧
。

社長と画家の二足のわらじ

走行モデル

関東鉄源協同組合理事長、
ヤマシタ社長

山下 雄平氏

日刊産業新聞 15.8.24

免震装置「ＮＳ―ＳＳＢ」

理事長㊨と受賞者らが記念撮影

L
a
n
d
p
o
r
t
岩
槻
㊤
と
L
a
n
d
p
o
r
t
八
王
子
Ⅱ

父
母
の
職
場
訪
問
、工
作
楽
し
む

ＪＪＦＦＥＥ、、本本社社でで夏夏休休みみ子子どどもも会会社社見見学学会会

日刊産業新聞 15.8.24

遠遠
国国
展展
開開
、、ＣＣ
ＣＣ
再再
編編
もも
急急
務務

柿木社長（中央奥）と子ども達

⑥薄板輸出・厚板

鶴見 𠮷晴執行
役員


